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 １学期末に、５・６年生の外国語科・３・４年生の外国語活動等でお世話になっていた、ＡＬＴのケ

ビン先生とお別れしました。 

 ２学期以降は、温泉小学校の中村勝明先生とともに、後任のＡＬＴとしてシンディ先生が英語を教え

てくださることになりました。シンディ先生は、とても明るく優しい女性の先生です。ケビン先生と同

じくニュージーランドから来られました。シンディ先生も日本語がとてもお上手です。以前浜坂北小学

校でもＡＬＴをされていたので、もうご存じの方もおられるかもしれません。 

９月５日(火)の全校朝会で、子どもたちにシンディ先生を紹介しました。シンディ先生は英語と日本

語で自己紹介してくださいました。 

 ２校時は、早速５年生の外国語の学習で、

シンディ先生に、 

「Ｄｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ ‥‥？」 

と、英語で好きな食べ物やキャラクター、色

などについて質問し、シンディ先生に答えて

いただくというような学習もしていました。

５年生の子どもたちの楽しそうな様子が伝

わってきました。 

 休み時間には、グリーン広場にある遊具「バランスウォーカー」で、子どもたちと一緒に遊んでいた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シンディ先生の周りは、子どもたちの笑顔にあふれていました。 

 これから、シンディ先生に英語を教えていただけるのが、ますます楽しみになったと思います。 

 

ようこそ！浜坂南小へ ～ＡＬＴ「シンディ先生」～ 

これが「バランスウォーカー」 シンディ先生も「バランスウォーカー」に挑戦 



 

 

 ８月３０日(水)に、第２回学校運営協議会及び学校保健委員会が開催されました。 

 その中で、子どもたちの視力低下を心配する意見がいくつか出されました。 

「長時間のゲームやスマホ、テレビや YouTubeなどの視聴が原因の一つと考えられるのではないか?」 

「視力低下の進行を遅らせるためのフォローが必要ではないか?」 

 こうした児童生徒の視力低下の傾向は、文部科学省の調査でも明らかになっています。近視が進行す

ると、将来の目の病気のリスクを高める可能性もあります。子どもたちが生涯にわたり良好な視力を維

持するためには、小児期に近視の発症と進行を予防することが大切です。 

 それでは、子どもたちの「目を守る」ために、どうすればよいのでしょうか？ 

読書したり、タブレットやゲーム機などを使ったりする時には、下記のことについて、気を付けるこ

とが大切です。 

 

 

 

 

 <文部科学省「子どもの目の健康を守るための啓発資料」より> 

 さらに、外で過ごすと近視になりにくいと言われています。天気の良い日は、(熱中症対策には気を付

けて)外でいっぱい遊ぶことも効果があるとされています。 

 学校でも、子どもたちの目の健康を守るために、今後も様々な指導・配慮に努めます。 

 各ご家庭でも、子どもたちの生活の様子をよく見ていただき、近視予防のための早めの対策をお願い

いたします。もし目について気になることがあれば、早めに眼科医に相談されることをおすすめします。 

  

 

 

９月５日(火)の全校朝会で、児童会の皆さんが、今年

の運動会のスローガンを発表してくれました。 

「最後まで頑張れ！大庭ひたみちっ子 

～つながる絆で 一致団結～」 

です。 

 このめあてが達成できるよう、毎日暑い中、子どもた

ちはみんなで力を合わせて練習に取り組んでいます。 

 本番はもちろんですが、この練習の過程でも、子どもたちは心も体も大きくたくましく成長していき

ます。「今日の練習はどうだった？」「がんばっているね。」「運動会を見に行くのが楽しみだな。」と温か

い声をかけていただき、子どもたちを応援していただけるとありがたいです。 

 ご協力、よろしくお願いいたします。                        (校長) 

目の健康を守るために ～子どもたちの視力低下を受けて～ 

① 対象から３０ｃｍ以上、目を離す。 

② ３０分に１回は、２０秒以上、目を休める。 

③ 背筋を伸ばし、姿勢をよくする。 

④ 部屋を十分に明るくする。 

⑤ 使用する機器の明るさを適切に調整する。 

最後までがんばれ！大庭ひたみちっ子 ～つながる絆で 一致団結～ 


